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技術・家庭科教育（技術） 

 

技術による問題解決の工夫に気付く力を高める学習指導の工夫 
― 技術を分析したワークシートを基に判断し評価する活動を通して ― 

 

呉市立横路中学校 岡下 祥久 

 

研究の要約 
本研究は，技術による問題解決の工夫に気付く力を高める学習指導の工夫について考察したものであ

る。文献研究により，「技術による問題解決の工夫に気付く力」とは，「技術が生活や社会における問

題を解決するために，社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性などの視点の長所・短所の折り合い

を付けて生み出されたことを理解する力」であることが分かった。この力を育てるために，「技術を分

析したワークシートを基に判断し評価する活動」を取り入れた学習指導を行った。具体的には，「事象

を技術との関わりの視点で捉える学習」「技術との関わりの視点を広げる学習」「技術による問題解決

の工夫を理解する学習」を段階的に取れ入れた授業を実施した。その結果，「技術による問題解決の工

夫に気付く力」が高まった。このことから，技術を分析したワークシートを基に判断し評価する活動を

行うことは，技術による問題解決の工夫に気付く力を育てることに有効であると言える。 

   キーワード：技術との関わりの視点 気付く力 最適化 ワークシート 

 

 

Ⅰ 研究題目設定の理由 
中学校学習指導要領（平成29年，以下「29年指導要

領」とする。）技術・家庭技術分野の内容「Ｃエネル

ギー変換に関する技術」（１）イでは，「技術に込め

られた問題解決の工夫について考えること。」1)と示

されている。また，内容の取扱いの中で「社会からの

要求，安全性，環境負荷や経済性などに着目し，技術

が最適化されてきたことに気付かせること。」2)と示

されている。 

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につい

て（答申）（平成28年）では，現行学習指導要領の成

果と課題を踏まえた家庭科，技術・家庭科の目標の

在り方の中で，「社会，環境及び経済といった複数の

側面から技術を評価し具体的な活用方法を考え出す

力や，目的や条件に応じて設計したり，効率的な情

報処理の手順を工夫したりする力の育成について課

題がある。」3)との指摘がある。所属校で昨年度実施

した，「製品を購入するとき技術的な側面から商品

を選ぶようにしているか」というアンケートで，肯

定的な回答をした生徒は35％であった。聞き取り調

査を行うと，技術的な側面から商品の特徴を捉える

ことはできていても，複数の側面からは検討して購

入していないことが分かった。これらのことより，

社会，環境及び経済といった複数の側面から技術を

判断し評価することに課題があることが分かった。 

 そこで，「エネルギー変換に関する技術」の内容に

おいて，生活や社会で利用されている技術を複数の

側面から分析することができるワークシートの開発

を行う。開発に当たっては，生産者や消費者などの

立場や，社会的，環境的及び経済的な側面から分析

したものを基に判断し評価することで，技術による

問題解決の工夫に気付くことができるようにする。

このように，技術を分析したワークシートを基に判

断・評価する活動を行うことで，技術による問題解

決の工夫に気付く力を高めることができると考え，

本研究題目を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 技術による問題解決の工夫に気付く力に

ついて 
(1) 技術について 

森山潤（2015年）は，「技術とは一般に，社会の

ニーズを起点に，実現したい目標を定め，自然界の

摂理や法則等をうまく利用して，問題を解決してい

くプロセスやその成果を指している。」4)と述べてい

る。家庭，技術・家庭ワーキンググループにおける審

議のとりまとめ（平成28年）では，「技術は，よりよ

い生活や社会を目指して開発されるものでもある
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が，これは，新たな自然科学上の発見の延長上にの

み存在するのではない。安全性も含めた社会的条件，

環境的条件，経済的条件などを踏まえて，適切に知

識や経験を組み合わせて最適化することで生み出さ

れている。」5)と述べている。技術は，自然界の摂理

や法則，知識や経験などを適切に組み合わせて，最

適化することで生み出されていると言える。 

(2) 技術の価値に対する意識について 

間田泰弘(2015)は，「我が国は技術開発による社

会環境の整備と技術製品の普及によって飛躍的に変

化した。その結果，技術的な創造・工夫をする力等の

必要性を認識しないまま，快適な生活はできている

という考えも生じている。しかも，技術革新の速度

は一般市民が追随できないほど著しく，コンピュー

タを含めた各種の技術製品は，今やブラックボック

ス化され，利用者はその仕組みに手を加え難い状況

も加速している。」6)と述べている。谷田親彦（平成

29年）は，製作題材として照明機器を取り上げ構想

設計を行う場合，生徒の多くは，安全で便利な照明

が行き届くように建築された住宅に住んでおり，照

明がない危険な場所や時間に活動することもなく，

照明の有無にかかわる問題意識やありがたさを感じ

た経験が少なく，問題意識が喚起されることなく構

想設計が進まないのではないかと述べている(1)。子

供たちは，技術に対する問題意識やありがたさなど

を感じる機会が少なくなり，技術を創造・工夫する

必要性を認識しなくなってきていると考える。 

(3) 技術による問題解決の工夫に気付く力とは 

「29年指導要領」の目標には，技術の見方・考え方

を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・

体験的な活動を通して，技術によってよりよい生活

や持続可能な社会を構築する資質・能力を育成する

ことを目指すと示されている(2)。また，中学校学習指

導要領解説技術・家庭編（平成29年，以下「29年解

説」とする。）では，技術の見方・考え方を，生活や

社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，

社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性等に着

目して技術を最適化することと整理している。また，

「事象を，技術との関わりで捉える視点」を表１の

ように述べている(3)。技術分野の目標を達成するた

めには，技術の見方・考え方に気付かせる必要があ

る。これらのことから，「技術による問題解決の工夫

に気付く力」を「技術が生活や社会における問題を

解決するために，社会からの要求，安全性，環境負荷

や経済性などの視点の長所・短所の折り合いを付け

て生み出されたことを理解する力」とする。 

表１ 事象を，技術との関わりで捉える視点 

 視 点 

材料と

加工に

関する

技 術 

社会からの要求，生産から使用・廃棄ま
での安全性，耐久性，機能性，生産効率，
環境への負荷，資源の有限性，経済性，
材料の組織，成分，特性，組み合わせる
部材の構造，加工の特性 

生物育

成に関

す る 

技 術 

社会からの要求，育成・消費する際の安
全性，生産の仕組み，品質・収量等の効
率，環境への負荷，経済性，生命倫理，
育成する生物の成長，働き，生態の特性 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

変換に 

関する 

技 術 

社会からの要求，生産から使用・廃棄ま
での安全性，出力，変換の効率，環境へ
の負荷，省エネルギー，経済性，電気，
運動，物質の流れ，熱の特性 

情報に 

関する 

技 術 

社会からの要求，使用時の安全性，シス
テム，経済性，情報の倫理，セキュリ
ティ，情報の表現，記録，計算，通信な
どの特性 

 

(4) 技術による問題解決の工夫に気付く力を高め 

るための学習指導の工夫について 

 日本産業技術教育学会（2012）では，21世紀の技術

教育（改訂）の中で，学習活動の展開にあたって，創

造の動機から始まり設計・計画，製作・制作・育成，

成果の評価の４過程を欠落することなくたどらせる

必要があると述べている。また，学習活動の展開を

図１のように整理している(4)。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 日本産業技術教育学会が例示している学習活動 

 

「29年解説」では，技術分野で育成することを目

指す資質・能力は，単に何かをつくるという活動で

はなく，技術に関する原理や法則，基礎的な技術の

仕組みを理解した上で，生活や社会の中から技術に

関わる問題を見いだして課題を設定し，解決方策が

最適なものとなるよう設計・計画し，製作・制作・育

成を行い，その解決結果や解決過程を評価・改善し，

さらにこれらの経験を基に，今後の社会における技

術の在り方について考えるといった学習過程を経る

ことで効果的に育成できると述べている。また，学

習過程を次頁の図２のように整理している(5)。学習

過程が一方向に進むのではなく，各段階間において， 
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課題の設定  ↓ 

過
程
の
評
価
と
修
正 

↑ 

 

技術に関する 
科学的な理解に

基づいた 
設計・計画 

 ↓ 

過
程
の
評
価
と
修
正 

↑ 

 
課題解決に 
向けた 

製作・制作・育成 

 ↓ 

過
程
の
評
価
と
修
正 

↑ 

 成果の評価 

生活や社会の中
から技術に関わ
る問題を見いだ
し，それに関する
調査等に基づき，
現状をさらに良
くしたり，新しい
ものを生み出し
たりするために
解決すべき課題
を設定する。 

  

課題の解決策を
条件を踏まえて
構想（設計・計画）
し，試行・試作等 
を通じて解決策
を具体化する。 

  
解決活動（製作・
制作・育成）を行
う。 

  
解決結果及び解
決過程を評価し，
改善・修正する。 

 

課題の設定 

（創造の動機） 

 ↓ 

過
程
の
評
価
と
修
正 

↑ 

 

技術に関する 
科学的な理解に

基づいた 
設計・計画 

 ↓ 

過
程
の
評
価
と
修
正 

↑ 

 
課題解決に 
向けた 

製作・制作・育成 

 ↓ 

過
程
の
評
価
と
修
正 

↑ 

 成果の評価 

          

    

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 技術・家庭科（技術分野）の学習過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 本研究の学習過程 

 

「過程の評価と修正」を繰り返しながら学習を進め

ることが重要であると言える。 

しかし，前述した子供たちの現状では，生活や社

会における事象を技術との関わりの視点で捉えた

り，技術に対する問題を意識する機会が少なく，過

程の評価と修正を行うことに課題が生じると考え

る。 

これらのことから，本研究では，エネルギー変換

に関する技術を利用した製作品の設計・計画を行う

場面で，「事象を技術との関わりの視点で捉える学

習」「技術との関わりの視点を広げる学習」「技術に

よる問題解決の工夫を理解する学習」を行い，技術

の見方・考え方に気付かせる学習指導の工夫を行う。

本研究における学習過程を図３に示す。 

 

２ 技術を分析したワークシートを基に判断

し評価する活動とは 
(1) 技術を分析することについて 

 尾崎誠（2013）は，技術を評価・活用する能力と態

度についての到達目標を「技術がもたらす影響の事

実を，＋や－等の対比軸に沿って整理・分析できて

いる。」7)と述べている。評価規準の作成，評価方法

等の工夫改善のための参考資料中学校技術・家庭（平

成23年）では，技術を評価し活用する能力と態度を

育成する事例の中で，製品化された商品や製作品の

良い影響・悪い影響を，社会的，環境的及び経済的側

面から整理するワークシートを例示している(6)。技

術を評価し活用する能力と態度を育成する学習指導

では，生活や社会における事象を対比軸を使って分

析する場合が多いと言える。 

本研究における，技術による問題解決の工夫に気

付くためには，技術が生活や社会における問題を解

決するために，社会からの要求，安全性，環境負荷や

経済性などの視点の長所・短所の折り合いを付けて

生み出されてきているといった技術の見方・考え方

を働かせる必要があり，プラス面とマイナス面など

の対比軸を使って分析するだけではなく，より多く

の視点から複合的に分析する必要があると考える。 

(2) 技術を分析したワークシートを基に判断し評

価する活動について 

長松正康（2011）は最適化について，「身近な製品

を購入する際には価格や機能ごとの性能をレーダー

チャートに表して比較検討を行う。評価基準が複数

あるため，それぞれの最適値を同時に達成すること

は難しく，あるところまで最適化が進むと，トレー

ドオフが発生する。」8)と述べている。総務省統計局

（2013）は，レーダーチャートについて，「レーダー

チャートは一つの調査対象，地域などに対して，横

断面データなどにおける複数の項目の結果を表示

し，量の大小を把握しつつ，構成比にそのバランス

や特徴を見るときなどに使用されます。」9)と述べて

いる。レーダーチャートを用いて分析を行うことは，
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社 

経 環 

複数の視点から統合して分析を行うことができ，捉

える視点を明確にしたり，視覚的に構成比のバラン

スの把握を行うことで，折り合いを付けて生み出さ

れていることを理解することができると考える。 

「事象を技術との関わりの視点で捉える学習」で

は，取り上げたエネルギー変換に関する技術が，ど

のような条件の下で，どのように生活や社会におけ

る問題を解決してきたのかについて考える機会を設

定し，消費者の立場で取り上げた技術の分析を行わ

せる。「事象を，技術との関わりで捉える視点」につ

いては，教師が提示した視点の中から選択を行う。

生徒は，それぞれの側面に分類された視点の一覧か

ら，自分自身が重点を置く視点を選び，レーダー

チャートを使って，３軸の合計が９点になるように

分析を行わせる。合計点数に制限を設けることで，

技術の長所・短所の折り合いを付けて行わせる。次

に，生産者の立場から同様に分析を行わせ，立場を

変えると，視点が変わったり，構成比のバランスが

変化することを視覚的に理解させる。また，各分析

の後に，他者と比較・検討する場の設定を行う。自分

とは異なる他者の意見を聞くことで，自分なりの価

値付けに対して理解の深まりを促すと考える。使用

するワークシートを図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 「事象を技術との関わりの視点で捉える学習」で使用 

  するワークシート 

 

「技術との関わりの視点を広げる学習」では，「事

象を，技術との関わりで捉える視点」を自分自身で

気付くことができるよう，次時で取り上げる歩行ロ

ボットに関する原理・法則，基礎的な仕組みについ

て調べ，教師が提示した視点以外にも気付くことが

できるよう指導を行う。 

「技術による問題解決の工夫を理解する学習」で

は，生徒自らが，「事象を，技術との関わりで捉える

視点」について各自で考え，その後，他者と比較・検

討する場の設定を行う。自分以外の他者の視点を含

め，より多くの視点から，自分なりに重点を置く視

点を選び，各側面ごとに２つずつ選択し，分析を行

わせる。なお，分析する視点は，分析するロボットが

変わっても同じ視点で行い，６軸の合計が18点以下

になるように分析を行わせる。使用するワークシー

トを図５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 「技術による問題解決の工夫を理解する学習」で使用 

  するワークシート 

 

このようなワークシートを段階的に取り入れ，他

者と比較・検討を繰り返す学習活動を行うことで，

生徒自らが生活や社会における事象を，技術との関

わりの視点で捉えることができるようになり，技術

による問題解決の工夫に気付く力が高まると考え

る。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 
 技術を分析したワークシートを基に判断し評価す

る活動を行えば，技術による問題解決の工夫に気付

く力を高めることができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
 検証の視点と方法について，表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 
技術を分析したワークシートを基
に判断し評価する活動を行うこと
で，技術との関わりの視点で捉える
ことができたか。 

事前事後アンケート 
ワークシート
プ レ テ ス ト 
ポストテスト 技術による問題解決の工夫に気付

く力を高めることができたか。 

 

(1) プレテスト及びポストテストについて 

取り上げた技術の思いや
意図を自分なりに考え，記
述を行う。 

自分なりの視点を選択し，分

析を行う。 

社 安定性 

社 重量 

環 消費 
電力 

経 維持費 

経 材料費 

環 ﾘｻｲｸﾙ 

社 安定性 

社 重量 

環 消費 
電力 

経 維持費 

経 材料費 

環 ﾘｻｲｸﾙ 

安定性，重量，丈夫さ 速さ，材料費，消費電力，
リサイクル，維持費 
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環 

社 

経 

社 

経 環 

「技術による問題解決の工夫に気付く力」に関す

るプレテスト，ポストテストを研究授業前と終了後

に行う。プレテスト，ポストテストを図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ 検証問題（プレテスト・ポストテスト） 

 

本研究では，「技術による問題解決の工夫に気付

く力」について，「技術が生活や社会における問題を

解決するために，社会からの要求，安全性，環境負荷

や経済性などの視点の長所・短所の折り合いを付け

て生み出されたことを理解する力」としている。そ

のため，プレテスト，ポストテストでは，技術との関

わりの視点で捉え分析し，製作を行うロボットを決

定した理由を記述させる構成とし記述内容の変容か

ら把握を行う。 

 
表３ 事前・事後アンケート 

 質問内容 

① 
普段の生活の中で，技術が生活や社会，環境等
に与える影響について考えることはあります
か。 

② 
普段の生活の中で，生活や社会で利用されてい
る技術の仕組みを考えることがありますか。 

③ 
普段の生活の中で，身近な製品の開発に込めら
れた思いや意図などを考えることがあります
か。 

④ 
普段の生活の中で，身近な製品を分解したり，
組み立てたり，点検することはありますか。 

⑤ 
製品を選択する時に，どのような視点で比較検
討して決めていますか。比較検討する視点をで
きるだけ記入してください。 

 

(2) アンケートについて 

アンケートは，研究授業前と終了後に行う。①から

④までは，五段階評定尺度法を用いて，技術の問題

解決の工夫に関する意識調査を行い，⑤では，事象

を，技術との関わりで捉える視点について自由記述

欄を設け，記述内容の変容から把握を行う。質問内

容について表３に示す。 

 

Ⅳ 研究授業の内容 
〇 期 間 平成29年６月30日～平成29年７月４日 

〇 対 象 所属校第２学年（105名） 

〇 題材名 エネルギー変換に関する技術を利用し

た製作品の設計・製作 

〇 目 標 

生活や社会で利用されているエネルギー変換の

技術についての基礎的な理解を図るとともに，そ

れらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，

環境との関わりについて理解を深めるとともに，

生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだし

て課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表

現し，試作等を具体化し，実践を評価・改善するな

ど，課題を解決する力を養う。 

〇 題材の指導計画（全25時間（第五次の３時間）） 

次 学習内容 

一 

１ わたしたちの生活とエネルギー変換 
① エネルギーの利用 
② エネルギー資源 
③ 二次エネルギーの利用 
④ エネルギーの変換と効率 

二 
２ 電気エネルギーの利用 
① 電気エネルギー 
② 熱・光・動力への変換と利用 

三 
３ 動力伝達のしくみ 
① 動力伝達のしくみ 
② 運動を変化させるしくみ 

四 

４ エネルギー変換の実際 
① 電気回路 
② 機械部品 
③ 機器の安全な利用 
④ 機器の保守点検 

五 

５ 製作品の構想と設計・製作 
① 技術に込められた問題解決の工夫 
 【技術との関わりの視点で捉える】 
② 生活や社会を支えるエネルギー変換の技 
 術 
 【技術との関わりの視点を広げる】 
③ 製作品の設計・製作 
 【技術による問題解決の工夫を理解する】 

六 

６ エネルギー変換に関する技術の評価・ 
 活用 
① 社会・環境とのかかわり 
② エネルギー変換に関する技術とわたし 
たち 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 技術を分析したワークシートを基に判断

し評価する活動を行うことで，事象を技術

との関わりの視点で捉えることができたか 
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(1) ワークシートの記述内容による分析 

 第３時，生徒自らが，技術との関わりの視点につ

いて記述した視点の数を図７に示す。 

 

 

 

 

図７ 生徒が記述した技術との関わりの視点の数 

 

 視点を２個以上記述できた生徒が23％，３個以上

記述できた生徒が58％いた。また，無記入の生徒が

11％いた。無記入の生徒は，前述した他者との比較・

検討を行う活動を経ることで，他者の視点を取り入

れ分析を行うことができた。 

 次に，レーダーチャートを使用して分析した具体

を図８に示す。 

 

生徒Ａ 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｂ 

 

 

 

 

 

 

図８ レーダーチャートを使用した分析 

 

生徒Ａは，自分の決定した視点から分析を行い，

速さと安定性を重視し，６足ロボットを製作するこ

とにした。生徒Ｂは，自分で決定した視点から分析

を行い，バランスの良さを考慮して，４足ロボット

を製作することにした。92％の生徒が，自分で考え

た技術との関わりの視点から歩行ロボットの分析を

行い，自分なりの根拠を持って技術を評価し判断す

ることができたと考える。 

(2) 事前・事後アンケートによる分析 

アンケート項目①～④については，技術との関わ

りの視点に対する意識の変容を見取るために実施を

行った。アンケートの基本統計量を用いて，平均値

を求めた。その結果を表４に示す。 

 
表４ アンケートの平均値 

 設問① 設問② 設問③ 設問④ 
事前 3.68 3.48 3.12 3.26 
事後 3.78 3.72 3.44 3.59 

 

 すべての設問において，事前より事後の方が数値

が大きくなっているが，差はあまり見られない。そ

こで，ｔ検定を用いて，有意差の検証を行う。ｔ検定

の結果を表５に示す。 

 
表５ ｔ検定による結果（α=0.05） 

設問① 設問② 設問③ 設問④ 
0.4530 0.0676 0.0033 0.0614 

 

 これによると，設問③以外で有意差がみられな

かった。研究授業の第１時において，取り上げたエ

ネルギー変換に関する技術が，どのような条件の下

で，どのように生活や社会における問題を解決して

きたのかについて考える学習を行ったことから，そ

れに関わる設問のみに有意差がみられたと考える。 

(3) 事前・事後アンケートの記述内容による分析 

アンケート項目⑤について，事前と事後で比較検

討を行う視点数の変容を図９に示す。 

 

 

 

 

 

 

図９ 比較検討を行う視点数の変容 

 

３個の視点で捉えた生徒は，21％から28％に，４

個の視点で捉えた生徒は，６％から13％に増加した。 

事象を技術との関わりの視点で捉える学習や，視

点を広げる学習を段階的に取り入れることで，多く

の視点で事象を技術との関わりの視点で捉えること

ができるようになったと考える。 

(4) プレテスト・ポストテストによる分析 

 生徒の記述内容から，事象を，技術との関わりの

視点で捉えた数の変容を図10に示す。 

 

 

 

 

 

 

図10 事象を，技術との関わりの視点で捉えた数の変容 

社 速さ 

社 安定性 

環 電池の 
消費量 

経 材料費 

経 電池の 
  購入費 

環 ﾘｻｲｸﾙ 

社 速さ 

社 安定性 

環 電池の 
消費量 

経 材料費 

経 電池の 
  購入費 

環 ﾘｻｲｸﾙ 

社 速さ 

社 重量 

環 材料の 
使い方 

経 材料費 

経 電池の 
  購入費 

環 消費 
電力 

社 速さ 

社 重量 

環 材料の 
使い方 

経 材料費 

経 電池の 
  購入費 

環 消費 
電力 

（n=90） 

（n=91） 

（n=91） 
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 １個の視点で捉えた生徒が49％から54％に，２個

の視点で捉えた生徒12％から27％に３個の視点で捉

えた生徒が３％から10％に増加した。 

次に，事象を技術の関わりの視点から捉え，視点

を根拠にロボットを選択した理由を記述できたかに

ついて検証を行う。検証問題の判断基準を表６，結

果を表７に示す。表７のとおり，事象を技術にかか

わる視点で捉え，捉えた視点を根拠として理由を記

述できている生徒が，53人から82人となった。また，

プレテスト，ポストテストともに，評定「１」であっ

た生徒がいた。この生徒は，個別に指導を行うこと

で，事象を技術との関わりの視点で捉えることがで

きるようになった。しかし，文章で表現することを

苦手としており，結果としては現れなかった。今後

も引き続き指導の継続を行う。 

 
表６ 検証問題の判断基準 

評定 判断基準 

３ 
事象を技術に関わる視点で捉え，捉えた
視点を根拠として理由を記述している。 

２ 
事象を技術に関わる視点で捉えている
が，捉えた視点を根拠として理由を記述
できていない。 

１ 
事象を技術に関わる視点で捉えることが
できていない。 

 
表７ 検証問題の結果 

ポスト 

プレ ３ ２ １ 合計(人) 

３ 53 ０ ０ 53 

２ ６ ２ ０ ８ 

１ 23 ２ ４ 29 

合計(人) 82 ４ ４ 90 

 

（１）～（４）から，技術を分析したワークシート

を基に判断し評価する活動を行うことは，技術との

関わりの視点で捉えることに有効であったと考え

る。 

 

２ 技術による問題解決の工夫に気付く力を

高めることができたか 
(1) ワークシートの記述内容による分析 

 第３時で使用したワークシートに生徒が記述した

内容から検証を行う。検証の判断基準を表８，結果

を図11に示す。また，評定「３」の記述例を表９に示

す。 

図11のとおり，評定「３」の生徒が54％おり，半数

以上の生徒が技術による問題解決の工夫に気付くこ

とができたと考える。 

表８ 検証の判断基準 

評定 判断基準 

３ 

歩行ロボットの製作時に複数の技術との
関わりの視点や側面に着目して，折り合
いをつけながら製作活動を行っていくと
記述している。 

２ 
歩行ロボットの製作時に技術に関わる視
点や側面に着目することや，製作活動へ
の意気込みを記述している。 

１ 技術に関わる視点や側面に着目すること
ができていない。 

 

 

 

 

 

図11 ワークシートの記述の分析結果 

 
表９ ワークシートの記述内容 

生徒Ｃ 
社会的側面，環境的側面，経済的側面
のバランスが取れるよう製作を行って
いきたい。 

生徒Ｄ 
歩行ロボットの製作では，重量や安定
性に目を向けるだけではなく，材料費
にも気を付けて製作していきたい。 

生徒Ｅ 
製作をする時には，一つの視点から考
えるのではなく，さまざまな視点から
考えて，製作をしていきたい。 

 

 また，生徒Ｃ，Ｄ，Ｅともに，歩行ロボットの製作

時においても，複数の技術との関わりの視点や側面

に着目し，折り合いをつけながら製作活動を行って

いくと記述している。 

(2) プレテスト・ポストテストによる分析 

プレテスト・ポストテストに生徒が記述した内容

から検証を行う。検証の判断基準を表10，結果を次

頁の図12に示す。また，生徒の記述の変容を次頁の

表11に示す。 

 
表10 検証の判断基準 

評定 判断基準 

３ 
複数の技術との関わりの視点や側面から
分析し，折り合いを付けて判断している。 

２ 
技術に関わる視点や側面から分析し，判
断している。 

１ 
技術に関わる視点や側面から分析が行え
ていない。 

 

評定「２」の生徒が，61％から71％に，評定「３」

の生徒が８％から23％に増加した。技術との関わり

の視点や側面から分析を行うことで，技術による問

題解決の工夫に気付くことができるようになったと

考える。 

生徒Ｆ及びＧともに，プレテストにおいては，競

（n=91） 
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技での勝敗の条件を根拠として記述を行っている。

技術との関わりの視点で捉えることはできている

が，生産者の視点ではなく，消費者（使用者）の立場

で考え，記述を行っていると考える。ポストテスト

では，プレテストより多くの技術との関わりの視点

で事象を捉え分析した後，複数の立場や側面から判

断，評価し理由の記述を行っている。 

 

 

 

 

 

 
図12 プレ・ポストテスト記述内容の分析結果 

 
表11 検証問題の記述内容の変容 

生
徒
Ｆ 

プ レ 【４足歩行ロボットを選択】 
重量が軽くて，歩くスピードが速そうだから 
ポスト 【４足歩行ロボットを選択】 
４足歩行ロボットは，安定性で６足歩行ロ
ボットに負けてしまうかもしれないけど，使
用している部品が６足歩行ロボットよりも
少ないので，経済的にも優位だし，重量も軽
くなるから。 

生
徒
Ｇ 

プ レ 【６足歩行ロボットを選択】 
歩くスピードが速いので，往復するのに時間
がかからないから。 
ポスト 【４足歩行ロボットを選択】 
４足歩行ロボットは，６足歩行ロボットに比
べて，歩くスピードが少し遅いかもしれない
が，部品の量が６足歩行ロボットよりも少な
くて済むので，環境的にも優しいし，重さが
軽くなるので，改良することで歩くスピード
を上げることができるかもしれないから。 

 

（１）～（２）から，技術を分析したワークシート

を基に判断し評価する活動を行うことは，事象を技

術との関わりの視点で捉えることができるようにな

り，技術の問題解決の工夫に気付く力が高まること

に有効であったと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
 技術を分析したワークシートを基に判断し評価す

る活動を行えば，技術による問題解決の工夫に気付

く力を高めることに有効であることが分かった。 

 

２ 研究の課題 
〇 技術を分析したワークシートを基に判断し評価

する活動において，価値を他者との関わり合いの

中で比較・検討することで視点が増えるが，具体

的な活用場面を想定して構想する場合では知識の

みから得た視点だけでは十分ではなく，体験から

得た視点と統合させる必要がある。 

〇 生活や社会における事象を，技術との関わりの

視点で捉えるためには，３年間を見通した計画が

必要であり，学年や内容により育成すべき視点を

整理する必要がある。 

〇 本研究は，エネルギー変換に関する技術の内容

で研究を進めてきたが，他の内容でも活用できる

よう更に研究を進める。 
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